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令和７年第３回杵築市議会定例会の開会にあたり、冒頭ひとことご

挨拶を申し上げます。 
今月３日に杵築市文化体育館にて開催いたしました「新杵築市制施

行２０周年記念式典」には、来賓として大分県知事を始め、国会議員、

県議会議員など多くのご臨席を賜り、２０周年を飾るにふさわしい式

典となりました。表彰の部では、「特別功労者表彰」並びに２０周年

記念事業で募集した「ロゴマーク 」、 「キャッチフレーズ」及び「ス

マホフォトコンテスト」の入賞者表彰を行いました。「ロゴマーク 」、

「キャッチフレーズ」では、全国からそれぞれ６３点、２１７点の応

募がありました。また、「スマホフォトコンテスト」では、４０点の

応募があり、改めて本市の魅力を実感することができました。なお、

「ロゴマーク」や、「スマホフォトコンテスト」入賞作品は、オリジ

ナルフレーム切手として販売しております。 
式典では、本市出身で胃がん治療の世界的権威であり、公益財団法

人がん研究会 有明病院の病院長である佐野
さ の

武
たけし

先生に記念講演をし

ていただきました。また、ふるさと親善大使で歌手のあべ由紀子
ゆ き こ

氏、

同じく山香出身のTOSアナウンサー小西
こ に し

綾音
あ や ね

氏にもご協力いただいた

ほか、杵築高校の生徒さんに吹奏楽部の演奏及び書道部のパフォーマ

ンスで花を添えていただきました。 
来月２１日には、同じく杵築市文化体育館にて、本市にゆかりのあ

る財前
ざいぜん

直
なお

見
み

氏と石丸
いしまる

謙二郎
けんじろう

氏の「トークセッション」を開催いたしま

す。お二人には本市での思い出や魅力について語っていただきたいと

考えておりますので、皆さんぜひ、ご参加ください。 
新杵築市２０周年のこの節目に、これまでの歩みを振り返るととも

に、「みんなで創り 好きになる 健幸都市きつき」を目指し、誰も

が「いつまでも住み続けたい」と実感できるまちづくりに邁進してま

いります。 
さて、先月３０日、ロシアのカムチャツカ半島付近を震源とするマ
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グニチュード８．８の地震が発生しました。これは、近年では２０１

１年３月１１日の「東日本大震災」のマグニチュード９．０の巨大地

震に次ぐ規模となります。幸い、国内では大きな被害はありませんで

したが、近年は、地震のほかにも、台風や豪雨による水害などの大規

模な災害が頻発しています。常日頃から、大規模災害に備え、命を守

り、命をつなぐ自助と共助の意識を持つことが重要です。そのために

も、「杵築市地域防災計画」に基づき、地域や学校への防災教育の推

進、自主防災組織への充実した支援、市民の皆様・警察などの関係機

関との連携強化、様々なニーズに応じた防災情報の発信強化に今後も

より一層努めてまいります。 
 

それでは、今定例会に提出いたしました諸議案等について、説明を

申し上げます。 
 
はじめに、議案第７０号から議案第７８号までの、令和６年度杵築

市一般会計及び各特別会計並びに各公営企業会計歳入歳出決算につい

て、説明を申し上げます。 

まず、議案第７０号 令和６年度杵築市一般会計歳入歳出決算につ

いて、説明を申し上げます。 

歳入総額２０１億１，８７４万１，６９５円に対して、歳出総額は

１９３億３，３５０万９，０３９円で、翌年度への繰越財源３億６，

７４０万８，０００円を差し引いた実質収支額は、４億１，７８２万

４，６５６円の黒字となっています。 

決算の概要を歳入から申し上げますと、歳入総額では前年度比２億

４，５４２万８千円、１．２％の減となっています。歳入のうち、市

税については、３０億６，４６２万２千円で、前年度比１，１４７万

６千円、０．４％の減となりました。地方交付税については、７３億

９，６６１万７千円で、前年度比１億９，７１９万８千円、２．７％
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の増となりました。これは、前年度と比べて、普通交付税において、

国の補正予算による追加交付などにより、１億３，２２６万１千円増

加するとともに、特別交付税も６，４９３万７千円増加したためです。

国庫支出金については、３０億１１０万８千円で、前年度比２億５１

６万円、６．４％の減となりました。これは、新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金が３億２，７７４万８千円の減、新型コ

ロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金が４，６９２万

４千円の減となったことなどが主な要因です。県支出金については、

１９億４５２万２千円で、前年度比１，８１７万６千円、０．９％の

減となりました。これは、水産物供給基盤機能保全事業費補助金等が

増となったものの、地域消費喚起プレミアム商品券支援事業費補助金

等が減となったことなどが主な要因です。寄附金については、７億６，

９５０万５千円で、前年度比１億７，０１８万６千円、１８．１％の

減となりました。これは、ふるさと杵築応援寄附金が、１億８，０６

２万６千円の減となったことが主な要因です。繰入金については、８

億５，２０２万９千円で、前年度比１億７，６００万８千円、１７．

１％の減となりました。これは、ふるさと杵築応援基金繰入金が９，

６９０万円、減債基金繰入金が４，６０８万１千円の減となったこと

などによるものです。市債については、８億２，７７２万７千円で、

前年度比２億１，３８３万２千円、３４．８％の増となりました。こ

れは、公共土木災害復旧事業や橋梁長寿命化事業に伴う市債の借入額

が増加したことなどによるものです。 

次に、歳出について申し上げます。歳出総額では、前年度比５億５，

４０５万９千円、２．８％の減となっています。これは、公債費の減

少が主な要因です。続いて、歳出を性質別に説明を申し上げますが、

性質別経費では、一般会計とケーブルテレビ事業特別会計を合算した

普通会計ベースで説明を申し上げます。人件費については、３０億１，

３７３万６千円で、前年度比１億６１８万１千円、３．７％の増とな
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りました。これは、大分県人事委員会勧告に準じた給料表改定の影響

等による増が主な要因です。扶助費については、４１億７，２４０万

６千円で、前年度比２，７９９万４千円、０．７％の減となっていま

す。これは、低所得者支援に関する電力・ガス・食料品等価格高騰緊

急支援給付金給付事業が減となったことなどによるものです。公債費

については、１７億２，６２２万円で、前年度比６億５，３６２万６

千円、２７．５％の減となっています。これは、令和６年度において

は繰上償還を実施しなかったことなどによるものです。物件費につい

ては、２９億８，３５６万６千円で、前年度比１，２４７万５千円、

０．４％の減となっています。積立金については、１３億７，２３６

万５千円で、前年度比２億７，９６８万２千円、２５．６％の増とな

っています。繰出金については、１６億６，７６０万９千円で、前年

度比６，９２９万２千円、４．０％の減となっています。これは、農

業集落排水事業特別会計が令和６年度から下水道事業会計に統合され

たことによるものです。普通建設事業費については、１６億９，８９

６万９千円で、前年度比２億６０１万円、１３．８％の増となってい

ます。これは、水産物供給基盤機能保全事業や橋梁等長寿命化修繕事

業の増などによるものです。 

以上、一般会計及び普通会計の決算について、その概要を申し上げ

ましたが、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は、前年度比０．７

ポイント減の８９．３％となりました。これは、歳入経常一般財源で、

普通交付税、地方特例交付金などの各種交付金の増加が、歳出経常経

費における人件費、扶助費等の増加を上回ったことによるものです。 

今後、歳入では人口減少等の影響による普通交付税や市税等の減収、

歳出では物価高騰に伴う各種経費の増加が見込まれます。そのため、

持続可能な財政基盤の確立に向け、財政規律ガイドライン及び未来戦

略展開プランに掲げた取組や目標を着実に推進しなければなりません。 

また、財政の健全化判断比率では、実質赤字比率等全指標で基準を
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クリアしており、公営企業の資金不足比率についても問題はありませ

ん。実質公債費比率は、前年度比１．０ポイント減の３．５％となり

ました。将来負担比率については、将来負担額に充当可能な財源が、

将来負担額を上回ったため、前年度に引き続き、比率は「なし」とな

りました。このように健全化判断比率の状況に問題はありませんが、

中期財政収支の見通しを立て、危機意識をもって全会計にわたり健全

な財政状況を維持するよう、努めてまいります。 

 

次に、議案第７１号 令和６年度杵築市ケーブルテレビ事業特別会

計歳入歳出決算については、歳入総額７億１，４８５万７，５４７円

に対して、歳出総額は６億９，１６０万７，６３０円で、翌年度への

繰越財源２７０万４千円を差し引いた実質収支額は、２，０５４万５，

９１７円の黒字となっています。 

 

次に、議案第７２号 令和６年度杵築市国民健康保険特別会計歳入

歳出決算については、歳入総額３４億１，６８１万３，９８８円に対

して、歳出総額は３３億５，０４７万１，５５１円で、実質収支額は

６，６３４万２，４３７円の黒字となっています。 

 

次に、議案第７３号 令和６年度杵築市後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算については、歳入総額５億６，４６０万１，８１２円に対

して、歳出総額５億６，２３３万４，４１２円で、実質収支額は２２

６万７，４００円の黒字となっています。 

 

次に、議案第７４号 令和６年度杵築市介護保険特別会計歳入歳出

決算については、歳入総額３８億４，１５４万４，１１２円に対して、

歳出総額３７億９，８７４万６，４９７円で、実質収支額は４，２７

９万７，６１５円の黒字となっています。 
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次に、議案第７５号 令和６年度杵築市水道事業会計決算ですが、

損益計算による収益及び費用については、水道事業収益５億２，７５

７万５８０円に対して、水道事業費用は５億１，５１０万７５２円で、

当年度経常利益は１，２４６万９，８２８円となり、これに特別損益

を合算した当年度純利益は１，２３８万２，１８３円となりました。 

資本的収入及び支出については、収入額３億３，１９９万５，８０

９円に対して、支出額は５億３５６万７，７７１円で、不足する額は、

当年度分消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金及び当

年度分損益勘定留保資金で補填いたしました。 

資本的支出のうち建設改良費については、三
み

川原
かわはる

北線
きたせん

配水管布設替

工事外５件、２，０９４万円を翌年度へ繰越いたしました。 

 

次に、議案第７６号 令和６年度杵築市工業用水道事業会計決算で

すが、損益計算による収益及び費用については、工業用水道事業収益

１，７９４万５，４１０円に対して、工業用水道事業費用は８０３万

９，７６５円で、当年度経常利益、当年度純利益ともに９９０万５，

６４５円となりました。 

資本的収入及び支出については、収入額０円に対して、支出額は１，

５３７万２，８７１円で、不足する額は、過年度分損益勘定留保資金、

当年度分損益勘定留保資金及び減債積立金で補填いたしました。 

 

次に、議案第７７号 令和６年度杵築市下水道事業会計決算ですが、

損益計算による収益及び費用については、下水道事業収益７億６，１

３６万９，５４５円に対して、下水道事業費用は７億５，９２０万７，

９４２円で、当年度経常利益は２１６万１，６０３円となり、これに

特別損益を合算した当年度純利益は１０８万１，１４６円となりまし

た。 
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資本的収入及び支出については、収入額３億９，４４２万８，３８

０円に対して、支出額は６億６，２６３万３，２８１円で、不足する

額は、当年度分消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金、

当年度分損益勘定留保資金、減債積立金及び引継補塡財源で補填いた

しました。 

 

最後に、議案第７８号 令和６年度杵築市立山香病院事業会計決算

ですが、損益計算による収益及び費用については、病院事業収益３１

億２，１７４万５，４１８円に対して、病院事業費用は３２億２１９

万１１８円で、当年度経常損失は８，０４４万４，７００円となりま

した。これに特別損益を合算した当年度純損失は８，３３４万５，２

７３円となりました。 

資本的収入及び支出については、収入額６億５，３０４万円に対し

て、支出額は６億７，５６７万１，４４１円で、不足する額は、過年

度分損益勘定留保資金で補填いたしました。 

 

以上、令和６年度各会計決算の状況について、説明を申し上げまし

た。 

 

続きまして、議案第７９号から議案第８５号までの、令和７年度各

会計補正予算について、説明を申し上げます。 

 

はじめに、議案第７９号 令和７年度杵築市一般会計補正予算（第

５号）について、説明を申し上げます。 

今回の補正は、令和６年度決算に伴う繰越金を計上したほか、議会

費、総務費、民生費、衛生費、農林水産業費、商工費、土木費、消防

費、教育費において、５億５，４３１万５千円を追加補正し、補正後

の予算総額を２１２億３，９７１万２千円といたしました。 

7



 

主な補正の概要を、歳出から款を追って、説明を申し上げます。 

まず、総務費では、積立金として、前年度決算剰余金処分等に伴い

財政調整基金積立金２億９００万円、市有施設整備基金積立金６，５

５９万３千円、庁舎等複合施設整備基金積立金５，０００万円、小・

中学校等の学習環境の整備や人材育成に係る事業に対し、いただいた

寄附金を地域活力創出基金積立金に２，７１０万９千円、水道事業会

計、下水道事業会計及び山香病院事業会計から一般会計に人事異動が

あった５人分の退職手当負担金を職員退職手当基金へ積立てるため４

０３万２千円を計上しました。また、八坂地区住民自治協議会の活動

拠点を整備するための補助金３８０万円、住民情報システム標準化・

共通化に伴う電算管理に係る経費１，５７３万円、ケーブルテレビ使

用料の令和６年度分生活保護世帯等の減免分と、光化未整備地区通信

基盤整備事業市負担分を一般会計から補填するケーブルテレビ事業特

別会計繰出金３９３万４千円、上地区コミュニティセンターの老朽化

に伴い、旧上小学校に移転するための実施設計に係る経費２８２万６

千円、杵築市長選挙における立候補の環境を改善し、候補者間の選挙

運動の機会均等を図るため、選挙運動への公費負担に係る経費３９４

万８千円を計上しました。 

民生費では、令和６年度補助事業の精算に伴う国庫返還金等を計上

しました。また、障がい福祉サービスを提供するため、システムの改

修に係る経費３３万円、認知症高齢者グループホーム等の利用者の安

全・安心を確保するため、防災改修等の施設整備に対する補助金７７

３万円、経済的理由により病院等に入院することが困難な妊産婦が安

心して出産できるよう助産施設の入所負担に対する措置費５０万円を

計上しました。 

衛生費では、令和６年度補助事業の精算に伴う国庫返還金等を計上

いたしました。また、生後１歳未満の乳児及びその母親で産後ケアを

必要とする利用者が増加したことに伴う経費４０万５千円、水道事業
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会計における杵築浄水場の中央制御棟更新等の耐震化事業に対する出

資金２，６５０万円を計上しました。 

 農林水産業費では、高齢の繁殖雌牛から優良な若い繁殖雌牛への更

新や遺伝情報を活用した保留牛を選抜する取組みに対する補助金３５

７万円、 払
はらい

川
かわ

池
いけ

の浸透水対策のための調査を行う負担金１１０万円

を計上しました。 

 土木費では、市道の維持補修工事等に要する経費５，２００万円、

大分県管理の国県道改良事業に対する負担金１，５３１万７千円、市

管理河川の維持補修工事に要する経費２５０万円を計上しました。 

消防費では、耐震性貯水槽の整備における資材費・労務費の高騰に

より、工事費を増額する経費２６５万１千円、国が実施するＪアラー

トシステムの改修に伴い、これに対応する新型Ｊアラート受信機を整

備する経費２７５万円、土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定を受

けた地域のハザードマップを作成し、配布する経費２２５万円を計上

しました。 

教育費では、指定寄附金を活用し、杵築地域の幼稚園、杵築小学校、

杵築中学校及び図書館本館の書籍や備品等を購入し、学習環境を整備

する経費８８９万１千円、城山公園下駐車場横の公衆トイレの老朽化

により改修工事を行う経費１４５万８千円を計上しました。 

また、人事異動等に伴い、各款にわたって、給与等人件費を調整し

ました。 

あわせて、住基・税・福祉等の住民情報システムの管理・運用及び

付随するサービスについて、情報システム標準化法へ対応したシステ

ムへの移行に伴い、契約事務執行のため債務負担行為を計上していま

す。 

以上、歳出について申し上げましたが、その財源は、国県支出金、

財産収入、寄附金、繰越金、市債等です。 
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次に、議案第８０号 令和７年度杵築市ケーブルテレビ事業特別会

計補正予算（第１号）については、令和６年度決算剰余金処分、一般

会計からの補填分に伴うケーブルテレビ事業基金の積立金２，４４７

万９千円を計上しました。 

 

次に、議案第８１号 令和７年度杵築市国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）については、令和６年度決算確定に伴う決算剰余、保

険給付費等交付金の精算等による基金積立金の補正が主なものです。  

あわせて、子ども・子育て支援金制度の創設に伴う、国保システム

等を改修する経費を計上しました。 

  

次に、議案第８２号 令和７年度杵築市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）については、令和６年度決算に伴う調整が主なもの

です。 

あわせて、子ども・子育て支援金制度の創設に伴う、保険料の収納

管理を行う基幹系システムを改修する経費を計上しました。 

 

次に、議案第８３号 令和７年度杵築市介護保険特別会計補正予算

（第１号）については、令和６年度決算確定に伴う国庫支出金等の返

還金が主なものです。 

あわせて、保険料が年金から特別徴収されている被保険者への還付

が増加したことに伴う経費を計上しました。 

 

次に、議案第８４号 令和７年度杵築市水道事業会計補正予算（第

１号）については、国庫補助金の追加に伴う財源組替を行いました。 

 また、杵築浄水場運転管理等包括委託業務更新の契約事務執行のた

め債務負担行為を計上しています。 
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次に、議案第８５号 令和７年度杵築市立山香病院事業会計補正予

算（第２号）については、非常用自家発電設置等に要する経費１，３

７６万１千円を計上しました。 

 

以上、令和７年度一般会計及び各特別会計並びに各公営企業会計補

正予算について、その概要を申し上げました。 

 
続きまして、条例議案について、説明を申し上げます。 

 
まず、議案第８６号 杵築市行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定

個人情報の提供に関する条例の一部改正については、地方公共団体情

報システムの標準化に伴い、一元的に市の住民基本台帳に登録されて

いない者の登録及び管理を行なう機能を扱う事務について、条例へ規

定する必要があるため、所要の改正をするものです。 
 

次に、議案第８７号 杵築市職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部改正については、年次有給休暇の付与期間単位を暦年から年度

へ変更するほか、仕事と育児の両立支援制度の利用に関する職員の意

向確認等について、国に準じて新設するため、所要の改正を行うもの

です。 
 
次に、議案第８８号 杵築市職員の育児休業等に関する条例の一部

改正については、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に

伴い、部分休業制度について国に準じて拡充するなど、所要の改正を

行うものです。 
 
次に、議案第８９号 杵築市技能労務職員の給与の種類及び基準を
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定める条例等の一部改正については、技能労務職員等について、一般

職と同様に部分休業制度を拡充するため、所要の改正を行うものです。 
 
次に、議案第９０号 杵築市職員の特殊勤務手当に関する条例の一

部改正については、国からの通知により災害応急作業手当の運用が示

され、「避難所の開設、運営等の業務」を対象に加えるため、所要の

改正を行うものです。 
 

次に、議案第９１号 杵築市山香温泉センター（神塩
こうじお

温泉）条例の

一部改正については、住民の福祉向上のため、年末年始における休館

日を短縮するなど、所要の改正を行うものです。 
 
次に、議案第９２号 杵築市大田横岳自然公園の設置及び管理に関

する条例の一部改正については、物価高騰の中、持続的な施設運営及

び利用者負担の適正化を図るため、使用料を見直すなど、所要の改正

を行うものです。 
 
次に、議案第９３号 杵築市公共下水道条例及び杵築市水道事業給

水条例の一部改正については、災害その他非常の場合において、指定

工事事業者等の確保が困難と認められるときは、他の地方公共団体の

長の指定を受けた者等が給水装置及び排水設備に関する工事を行うこ

とができるよう、所要の改正を行うものです。 
 
次に、議案第９４号 杵築市文化財調査委員会条例の一部改正につ

いては、文化財保護法に規定する文化財保存活用地域計画策定のため、

所要の改正を行うものです。 
 
次に、議案第９５号 観覧料改定に伴う関係条例の整備については、
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物価高騰の中、社会教育文化財施設の持続的な施設運営及び利用者負

担の適正化を図り、観覧料を見直すため、所要の改正を行うものです。 
 
続きまして、一般議案について、説明を申し上げます。 

 
まず、議案第９６号 杵築市過疎地域持続的発展計画の変更につい

ては、向野
む く の

地区の農業水利施設整備事業を追加するため、過疎地域の

持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第１０項の規定において

準用する同条第１項の規定により、議会の議決を求めるものです。 
 

次に、議案第９７号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更

については、「公民館その他の集会施設」として上地区コミュニティ

センターを加えるため、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財

政上の特別措置等に関する法律第３条第８項において準用する同条第

１項の規定により、議会の議決を求めるものです。 
 

次に、議案第９８号 市道の路線認定については、竹
たけ

松
まつ

線
せん

、 竜
りゅう

船
せん

住
すみ

床
どこ

線
せん

及び志
し

手
て

線
せん

の路線認定をするため、道路法第８条第２項の規定

により、議会の議決を求めるものです。 
 

以上、提出いたしました予算議案１６件、条例議案１０件、一般議

案３件について、説明を申し上げました。 
 
何とぞ、慎重審議のうえ、ご賛同いただきますようお願い申し上げ

ます。 
 
それでは、報告第１７号から報告第２３号までについて、説明を申

し上げます。 
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まず、報告第１７号 令和７年度杵築市一般会計補正予算（第４号 

）の専決処分の承認を求めることについては、大田小野にある穴
あな

野
の

新
しん

池
いけ

において、堤体に漏水による大規模な陥没が確認され、決壊により

下流の人家等に被害をもたらす危険性があることから、早急に応急対

策工事を行う必要があったため、地方自治法第１７９条第１項の規定

により専決処分しましたので、同条第３項の規定により議会に報告し、

承認を求めるものです。 
 

次に、報告第１８号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に

基づく健全化判断比率の算定については、同法第３条第１項の規定に

より、杵築市監査委員の意見を付けて議会に報告するものです。 
 
次に、報告第１９号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に

基づく資金不足比率の算定については、同法第２２条第１項の規定に

より、杵築市監査委員の意見を付けて議会に報告するものです。 
 
次に、報告第２０号 公益社団法人杵築市地域活性化センターの経

営状況について及び報告第２１号 株式会社きっとすきの経営状況に

ついては、それぞれ令和７年度事業計画と令和６年度決算状況等を地

方自治法第２４３条の３第２項の規定により議会に提出するものです。 
 

次に、報告第２２号 放棄した債権の報告については、杵築市債権

管理条例第１５条第１項の規定により権利を放棄しましたので、同条

第２項の規定により議会に報告するものです。 
 
次に、報告第２３号 専決処分の報告については、本市が管理する

林道で発生した物損事故の道路損害賠償責任に関する示談について、
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地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分しましたので、同

条第２項の規定により議会に報告するものです。 
 

何とぞ、よろしくお願い申し上げます。 
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